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知られざるバレエ・リュスの企み―1917年と1934－35年におけるレオニード・マ
シーンの絵画コレクション展についての考察

序

　本論は、レオニード・マシーンの絵画コレクションが公開された
1917年と1934―35年の展覧会に焦点をあて、コレクションの成立と
成長、そしてその離散の過程を追う。そしてマシーンと彼の所属した
バレエ・リュスの活動において、これまでほとんど語られることのなか
った絵画収集と展示の実態を探ることで、その歴史的意義を明らか
にするものである。
　レオニード・マシーン（Léonide Massine 1895―1979）（図1）は、20世
紀初めから半ばにかけヨーロッパ、アメリカで活躍したバレエダンサ
ー・振付師であり、とりわけバレエ・リュスのメンバーであったことで
知られる人物である。バレエ・リュスはロシアの興行師セルゲイ・ディア
ギレフによって運営され、1909年から1929年までヨーロッパを中心
に活動したバレエ団である。ディアギレフ自身が見出した優れたダン
サーをそろえ、音楽、舞台美術、振付、興行形態すべての面で従来
の在り方を刷新し、近現代バレエの礎を築いた存在として、現在も
衰えぬ人気を持つ。リチャード・バックルはセルゲイ・ディアギレフの評
伝『ディアギレフ』1）において、マシーンが同団の一員となり、離団するまでの1914年から21年を「マシーンの時代」
と名付けており、この時期に果たしたマシーンの役割の大きさを伝えている。レオニード・マシーンことレオニード・
ヒョードロヴィチ・ミャーシンは1895年、5人兄妹の4男としてモスクワで生まれた2）。レオニードの父ヒョードルはホ
ルン奏者、母エウゲーニャは合唱団員としていずれもボリショイ劇場に所属する音楽家であった。レオニード自身
も舞台、特に舞踊への関心が高く、モスクワ帝国劇場付属学校のバレエ部門を受験し、1904年に入学を果たす。
レオニードはバレエダンサーとして学ぶ一方で、ボリショイ劇場でのオペラ、そしてマールイ劇場の演劇にも出演す
るなど、役者としても活躍していた。レオニードは12年に付属学校を卒業し、同年より正式にボリショイ劇場の団員
となる。団員となってからも演劇への出演依頼は多く、彼自身も自らの伝記で、当時は俳優への転向を考えていた
ことを語っている3）。だが13年の冬公演に出演していた際、バレエ・リュスの主宰、セルゲイ・ディアギレフの目に留ま
り、バレエ・リュスへの入団をすすめられる。当時、同団では同年9月にスターダンサーであったワツラフ・ニジンスキ
ーが南米巡業中に団員と結婚して退団したため、ニジンスキーが務める予定だったリヒャルト・シュトラウス作曲の
バレエ『ヨセフ物語』のタイトルロールの代役を探していた。ディアギレフは当時の彼に、踊り手としては未熟ながら、
ヨセフを演じる力量を見出したのである。レオニードはディアギレフの勧誘に応じ、14年よりバレエ・リュスに参加す
ることとなった。姓は16年のアメリカツアーに際し、ミャーシンからマシーンとなり、名前はフランス風の綴りに改め
られた。

佐藤菜々子

図1  《レオニード・マシーンのポートレート》 
Vittorio Frajese, Dal Costanzi all’Opera. 
Cronache, recensioni e documenti, 2vol., 
Edizioni Capitolium, Roma 1977より転載
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　マシーンがバレエ・リュスへ入団した当時、ディアギレフはヨーロッパの前衛芸術との関わりを深めようとしてい
た。1909年のパリ、シャトレ劇場での初公演以来、観客を魅了していたのはレオン・バクストやアレクサンドル・ブノ
ワら、ディアギレフのロシア時代からの知己である芸術家たちがデザインした、異国趣味に彩られた華麗な舞台美
術と、マリインスキー劇場バレエ団出身のミハイル・フォーキンによる、古典的動作を基礎としながらも多彩な振り
付けだった。また、ニジンスキーの伝説的な跳躍と優れた演技の魅力は、現在に至るまで語り継がれている。しか
しディアギレフは、自らが作り出したエキゾチックなイメージが古びつつあることを感じ、個人の技量に拠らない、よ
り先鋭的な表現を求めており、若きマシーンに踊り手としてだけではなく、新たな舞踊を生み出す振付師としての
役割を望んだ。彼はその期待に応え、入団の翌年には『夜の太陽』で振付師としてデビューを果たす。その後マシ
ーンがバレエ・リュスで振り付けたものは、古典劇、民族舞踊をモチーフにした作品から、ロシア構成主義を取り入
れたもの、映像を使用した演出までその表現は多岐にわたる。またマシーンはパブロ・ピカソ、ジョルジュ・ブラック、
アンリ・マティスら、バレエ・リュスと関わった芸術家の中でもとりわけ重要な画家たちと共作をしている点でも注目さ
れる。29年にディアギレフの死によりバレエ団が解散すると、その後継として結成されたバレエ・リュス・ド・モンテカ
ルロに参加、組織の再編を経ながらも諸国で公演を行い、同団の作品を各地に広めた。またエティエンヌ・ド・ボー
モン伯爵主催のプログラム「ソワレ・ド・パリ」をはじめとして、ニューヨークのロキシー・シアターやアメリカン・バレエ・
シアターなど、他のカンパニーやプロジェクトでも活躍し、レビューのような短いものから大作まで多くの作品を残
した。『赤い靴』（1948）、『ホフマン物語』（1951）といった商業映画にも出演し、バレエの普及に貢献するなど、20世
紀のバレエ史に大きな足跡を残している。
　レオニード・マシーンについては、1968年に自伝4）が出版され、ヴィセンテ・ガルシア＝マルケスによる評伝5）、マシ
ーンの振付について当時の芸術の動向とともに論じたモニカ・ヴォイタスの研究書 6）のほか、2004年には振付作品
を年代ごとに詳細に論じたレスリー・ノートンの著作が刊行されている7）。その活動と意義については既に多くが語
られているが、彼が所有していた同時代画家の絵画コレクションについて、詳細に論じられる機会はなかったとい
える。これまで自伝とガルシア＝マルケスによる評伝、そしてバックルによるディアギレフの評伝などにその存在への
言及はあったが、コレクションの内容およびそれらがどのように収集され、公開される機会をもったかについては、
明らかにされてこなかった。本論ではマシーンの半世紀以上にわたる活動のなかで、コレクションを一般に公開し
た二回の展覧会に焦点をあて、コレクションの形成とその歴史的意義について考察する。
　はじめに、1917年に行われたマシーンの絵画コレクション展について論じる。1917年4月にバレエ・リュスがロー
マのコスタンツィ劇場（現在のローマ歌劇場）で公演した際、上流階級の人々向けにレセプションが行われ、イーゴリ・
ストラヴィンスキーによる演奏会とともに、レオニード・マシーンが所蔵する絵画の展覧会が開かれた。この展覧会
には、当時ともに舞台制作を行っていた未来派のほか、パブロ・ピカソをはじめとするパリの前衛画家たちの作品が
展示されたが、その具体的な内容についてはこれまで知られていなかった。本論ではバレエ・リュスと未来派との
交流を追い、その関りがマシーンの絵画コレクション展につながったことを確認する。そして従来はレセプションの
ためのイベントとされてきた展覧会が、レセプション後も公開され、多くの市民が鑑賞する機会があったこと、開催
場所はこれまでの定説であったホワイエではなく、劇場付属のコンサートホールであったことを当時の劇場に関す
る資料 8）と、展覧会に関する新聞記事から読み解く。これらの記事については、本報告書に収録された西田有紀
による「1917年ローマ・コスタンツィ劇場における『レオニード・マシーンの絵画コレクション展』に関する新聞記事一
覧」をあわせてご参照いただきたい。さらに、開催時に発行された作品リスト9）から出品作品の内容を明らかにし、
バレエ・リュスのスターとして嘱望されていたマシーンの絵画コレクションに、彼の庇護者であったディアギレフが収
集と選定に関わった過程を追う。それにより、マシーンのコレクション展が当時の前衛画家の作品を一堂に会した
画期的な展覧会であり、当時のローマで大きな反響を得たことを明らかにする。
　レオニード・マシーンは1921年にバレエ・リュスを退団するが、そのコレクションは手元に置き続け、独立後は一
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部のパトロンに鑑賞されていた。そして絵画コレクション展が、1934年から35年にかけ、アメリカ4都市での巡回展
というかたちで再び実現する。この展覧会は、マシーンの活動においてもほとんど取り上げられてこなかった出来
事であるが、当時のマシーンはキャリアの絶頂にあり、その絵画コレクションも最も充実していた時期であった。本
展はニューヨークのマリー・ハリマンギャラリーでの開催時の記録が多く参照されてきたが、最初の開催地である
シカゴのアーツ・クラブ・オブ・シカゴと比べ、第三会場であるニューヨークでの展示の際は作品点数が半分程度に
なっており、特に未来派の作品群が出品されていなかったことで、出品作品の一端しか知ることができなかった。
本論では第一会場であったアート・クラブ・オブ・シカゴでの作品リストを調査することで、出品されたコレクションの
全容を明らかにする。また、本展はマシーンが当時在籍していたバレエ・リュス・ド・モンテカルロのアメリカツアー中
に開催されており、そのプロモーションの意図があったと考えられる。そして本展に先立ち、元バレエ・リュスのダン
サー、セルジュ・リファールが所蔵するバレエ・リュス関連の美術品の展覧会が、ニューヨークで行われていた。す
でに一定の評価を受けていたリファールのコレクションに対し、マシーンのコレクションがどのように受け止められ
たかを当時の批評で比較し、マシーンがバレエ・リュスゆかりのダンサーとしてだけではなく、美術コレクターとして
も評価を受けていたことを確認する。また本展以降にマシーンが所有していた重要な作品が、モダンアートを収蔵
する、特にアメリカの主要な美術館のコレクションとなっていった過程を追う。
　また、レオニード・マシーンの絵画コレクションで記録が残るものについては「レオニード・マシーンの絵画コレクシ
ョン　作品リスト」にまとめた。文中で引用したリスト中の作品については、作品番号を付記した。

1．ローマ、1917年―コレクションの始まり

1－1．コスタンツィ劇場での公演と未来派の役割
　1911年5月、バレエ・リュスはイタリアで初めての公演を、ローマのコスタンツィ劇場で行った10）。当時はワツラフ・
ニジンスキーが男性で第一の踊り手を務め、ミハイル・フォーキンによる東洋趣味の作品を中心とした上演で、バッ
クルによれば、劇場との関係は思わしくなかったが一定の成功を収めた興行であった11）。その後も主宰であるディ
アギレフはイタリアに度々滞在していたものの、当地での2度目の公演は6年後の1917年4月となり、会場は1911年
と同じくコスタンツィ劇場であった。このローマ公演で特筆すべきは、未来派の画家ジャコモ・バッラが舞台デザイ
ンを行った『花火』が上演されたことである。イーゴリ・ストラヴィンスキー作曲によるこの作品は、踊り手が登場せ
ず、照明のみで演出された、バレエ・リュスのなかでもとりわけ異色の作品である12）。『花火』はローマ公演以降上
演されず、その後バレエ・リュスと未来派のコラボレーションは実を結ばなかったが、『花火』上演にいたる数年間、
ディアギレフは未来派の画家たちと親密な関係を築いた。
　リン・ガラフォラによれば、バレエ・リュスと未来派の活動がはじめて交差したのは、1914年6月のロンドンにおい
てである13）。バレエ・リュスはドルーリー・レーン劇場で同年の5月30日から6月25日にかけ公演しており14）、F. T. 

マリネッティらは6月12日にドレ・ギャラリーで「未来派の夕べ」と呼ばれるパフォーマンスを、また12日から15日にか
け、コロシアム劇場とアルバートホールでコンサートと講演のイベント「grand futurist concert of noises」を行って
いた15）。しかし両者の交友の記録は、ディアギレフとマシーンが1914年の公演シーズンを終え、8月よりイタリアで
6か月ほど各都市を巡って滞在したときより始まる。特に11月に訪れたローマで、ディアギレフと共に「未来派の夕
べ」を見に行ったことを、後にマシーンがヴィセンテ＝ガルシア・マルケスに語っている点は注目に値する16）。バックル
はこの出来事について言及しておらず、マシーンのバレエ・リュスに関する証言は史実と食い違う場合もあり、彼が
未来派の活動を見た時期にずれがある可能性は否定できないが、1920年代にディアギレフの秘書、そして台本
作者をつとめたボリス・コフノものちにイタリア滞在中、彼らが若手の未来派による催しに参加したと自著で述べて
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おり17）、後述する1915年以降の両者の親密な交流を考えると、ディアギレフとマシーンが前年に彼らの集会に参
加しているのは、自然なことのように思われる。このことは未来派との交流において取り上げられてこなかったが、
当事者によるもっとも早い時期の交流に関する証言として重要なものである。
　1915年に入り、ディアギレフはより積極的な行動を開始する。1月末、スイスのシャトー＝デーに滞在していたスト
ラヴィンスキーへマリネッティとの共同作業について話し合うため、ローマへ来るよう伝え18）、2月6日にはマリネッ
ティとプラテッラへ、ローマに来るよう電報を打っている19）。ストラヴィンスキーは2月の8日から17日にかけローマ
に滞在し、マリネッティら未来派の芸術家たちと出会い20）、またウンベルト・ボッチョーニを招待して共作について話
す機会をもった21）。またこのとき、イタリアの作曲家アルフレード・カセッラとともに、ディアギレフの滞在先であった
グランド・ホテルでコンサートを開き、《春の祭典》、《火の鳥》を演奏している22）。
　3月には、マリネッティはディアギレフへ、未来派の楽器の演奏方法について話し合うため、ミラノで会合を行い
たい旨を伝えた23）。この楽器は未来派の音楽家ルイージ・ルッソロが同じく未来派のウーゴ・ピアッティの助けをかり
て制作した「イントナルモーリ」という装置で、この集いにはディアギレフとマシーン、ストラヴィンスキー、セルゲイ・
プロコフィエフ、未来派からはマリネッティの他バリッラ・プラテッラ、ウンベルト・ボッチョーニ、カルロ・カッラ、フラン
チェスコ・カンジュッロらが参加した24）。この演奏会については、カンジュッロがのちに自伝で回想している。

　クレピタトーレ［パチパチ音発生器］が、激しい滝のような無数の火花を散らし、パチパチ音をたてた。ストラヴ
ィンスキーは、ピューっと狂喜の口笛をならして、バネがはじけたようにソファから跳び上がった。その間に、
フルシャトーレ［サラサラ音発生器］は、冬の絹のスカート、4月の若葉、波打つ夏の海のようにサラサラと音を立
てた。熱狂した作曲家はピアノに駆け寄り、この奇跡の擬声音を探し求めて、指でむさぼるようにすべての半
音を試したが、それは空しく終わった。一方、ダンサー［マシーン］は商売道具の足を動かしていた。
　紳士たちは心奪われ、この最新の楽器は最も独創的なオーケストラの発見だと宣言した。
　ディアギレフは、ウズラのようにアーアーアーと声を出した。これは彼の最上級の称賛の表現だった。ダンサ
ーは、この不思議なシンフォニーがダンス向きであることを、彼の最高の賛辞として、足を動かすことで示そう
としていた。マリネッティは、フィリッポ・トマーゾ［マリネッティの名］ではなく、相手を剣で倒した後のカヴァロッテ
ィのよう、つまりフェリーチェであった［フェリーチェ・カヴァロッティはイタリアの政治家・詩人］。彼は皆のためにお茶と
お菓子と酒を出すように言った。ボッチョーニはカッラにこうささやいた。「お客様たちは、はまったね。」25）

　こうした盛んな交流は、1915年5月に入ってディアギレフらがスイスに拠点を移し、その後バレエ・リュスの公演シ
ーズンがはじまったことで中断したが、1916年9月に一行はローマへ戻り26）、翌年のローマ公演まで当地を拠点と
し、未来派の画家たちと共に新作の準備を行った。
　上記の未来派との交流は、ローマ公演そのものだけではなく、公演中にダンサーのコレクション展を開くという
企画に直接的な影響を与えている。一つには、未来派との交友が、コレクションが形成されるきっかけとなったた
めである。マシーンは自身の回想録で、未来派の絵はまだ国際的に知られてはいなかったので、彼にもバッラ、デ
ペロ、カッラら未来派の作家たちから、かなりの数の作品を買う余裕があったとしている27）。未来派の作品群は、
マシーンが最初にまとまった数を収集した絵画であり、その後も彼のコレクションを特徴づけるものとなった。それ
らは後述するが、ディアギレフの支援によって、より広い範囲を網羅するものとなっていく。
　もう一つは、公演会場であったコスタンツィ劇場内での展覧会開催を、未来派の画家たちが先んじて行っていた
ことである。同劇場では1913年2月から3月にかけ、ローマで最初の未来派による展覧会が開かれており28）、2月26

日にはウンベルト・ボッチョーニが展覧会のレクチャーを行おうとしたが、市民からの抗議で中断されている29）。2月
21日と3月9日には、「未来派の夕べ」も開催された30）。後述するように、1913年の未来派の展覧会とマシーンのコ
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レクション展は異なる部屋で開催されているが、パフォーマンスと展覧会を劇場内で同時に行うという未来派の先
例が、マシーンのコレクション展の着想につながったと考えられる。以下に、コレクション展の概要を見ていく。

1－2．展覧会の概要
レセプションの開催日と展覧会の日程
　コスタンツィ劇場の公演日程と演目については、ロー
マ歌劇場の資料をもとに表「1917年　コスタンツィ劇場
でのバレエ・リュス公演日程」にまとめた31）。マシーンは
自伝においてオープニングガラの日にコレクションが公
開されたとしており32）、バックルによれば、第一公演と
第二公演の合間である11日にイーゴリ・ストラヴィンス
キー指揮による彼の作品の演奏会が開かれ、ホワイエ
にマシーンが所蔵する絵画が展示されたとしている33）。
ローマ公演についてまとめたエレナ・ジッリも11日として
おり34）、バレエ・リュスおよび未来派に関する研究では
11日とされてきた。しかしパブロ・ピカソの1917年のイ
タリアにおける活動について考察したジョヴァンニ・カラ
ンダンテ35）、エレナ・スクイッツァート36）はともに10日と
しており、コスタンツィ劇場の歴史を編纂したヴィットリ
オ・フライエーゼも10日としている37）。これらの説をふま
え、当時のコレクション展に関する記事を確認する。4

月6日付のラ・トリブーナ紙では、土曜の4月7日に国立音楽協会主催でストラヴィンスキー指揮により「火の鳥」が
演奏されることが告知されており、マシーンの絵画展も同日に開催されるとなっている38）。また、4月9―10日付のイ
ル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタリア紙（以下イル・ピッコロ紙）では、「火曜日の16時」より展覧会のレセプションが開
かれることが明記されており39）、同紙の10―11日付記事にはやはり展覧会のレセプションについて「本日午後4時」
と時間が改めて告知されるとともに、バレエ・リュスの公演がイル・ピッコロ紙社主催の興行であることが書かれて
いる40）。4月10日付のリデア・ナツィオナーレ紙にも、絵画展とレセプションが「4月10日火曜日16時」より行われるこ
とが明記されている41）。ただ、4月12日付のロッセルヴァトーレ・ロマーノ紙の記事42）には「昨日の午後」にレセプショ
ンがあったとあり、それに従えば11日だが、同紙のイベント告知欄には、｢明日」バレエ・リュスの二度目の公演が行
われるとあるが、日程をみると、それは12日の公演のこととなる。つまり、本紙については文中の日付を一日前にず
らすのが妥当であろう43）。以上の通り、ストラヴィンスキーのコンサートとともに行われた展覧会のレセプションに
ついては、7日および10日について書かれた記事が残っている。ただし、7日についての記事はラ・トリブーナ紙にあ
る告知だけで、開催後の記事の存在が不明であるため、現在のところ確実に実施された日時は10日とするのが妥
当であろう。
　またこれらの記事には、展覧会の日程について更なる情報が掲載されている。先述した9―10日付のイル・ピッコ
ロ紙では、12日の公演チケットがあれば、10日に展覧会を無料でみられるとの告知がなされている44）。さらに同紙
の13―14日、14―15日付では、15日に展覧会が無料との告知が掲載された45）。イル・ジョルナーレ・ディタリア紙46）、
イル・メッサジェッロ紙 47）にも同様の記述がみられる。本展はこれまで考えられてきたように、10日に招待客向けだ
けに開催されたものではなく、一般に無料開放される日もあった、開かれたイベントであったことが分かる。メルキ
ュール・ド・フランス誌では展覧会について「バレエ・リュスのローマ公演の間、ミャーシン［Miassine］のコレクションは

1917年　コスタンツィ劇場でのバレエ・リュス公演日程
月日（曜日） 演目

4月9日（月） レ・シルフィード
火の鳥
ラス・メニーナス
夜の太陽

4月12日（木） 火の鳥
上機嫌な婦人たち
ペトルーシュカ第4幕の演奏
花火
ボロヴェツ人の踊り

4月15日（日） レ・シルフィード
上機嫌な婦人たち
ラス・メニーナス
火の鳥

4月27日（金） レ・シルフィード
上機嫌な婦人たち
花火
魔法にかけられた姫君（青い鳥のパ・ド・ドゥ）
ボロヴェツ人の踊り
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永遠の都でエリートたちを大いに賑わせた。ヴィラ・メディチの館長アルベール・ベナール氏 48）は展覧会を訪れ、長
い間鑑賞した49）。」と報じられており、バレエの観客以外の人々にも広く鑑賞され、話題になっていたことがうかが
われる。

開催場所
　展覧会が開かれた場所について、マシーンはコスタ
ンツィ劇場の「ホワイエ（Foyer）」としており50）、その後の
論考も、バックルをはじめとして開催場所はホワイエと
されてきた51）。しかし当時の新聞記事には、ホワイエと
いう表現は見当たらない。かわりに4月12日付のロッセ
ルヴァトーレ・ロマーノ紙では、コンサートと展覧会の
落成式が「コンサートホール（la Sala dei Concerti）」で行
われたと書かれており、4月11―12日付のイル・ピッコロ
紙にも同様の記述がみられる52）。また、1917年4月11

付とされる仏語の記事にも、「ローマ中の知識人と名
士たちが、今日コスタンツィのコンサートホールで（dans 

la Salle des Concerts）、バレエ・リュス団の人 を々歓迎する
宴に、そして［中略］絵画展の開会式に列席した53）。」と
書かれている。4月6日付のラ・トリブーナ紙にも、7日の
告知記事で展覧会の開催場所として「la Sala dei Concerti」との記述がある54）。
　「コンサートホール」と呼ばれる部屋は、現在のローマ歌劇場には存在しない。しかしコスタンツィ劇場が建設
された1880年に発行された同劇場の画集には、劇場に付属してフレスコ画の天井を備えたコンサートホールが、
1881年に落成予定であることが書かれている55）。1906年に書かれた同劇場の紹介記事には、コンサートホールの
写真も掲載されており（図2）、フライエーゼによると、同ホールは1,500人収容可能な広いホールで、「コスタンツィ
ホール（Sala Costanzi）」と呼ばれる場合もあったとしている56）。しかし1926年に同劇場が市営化され、大規模な改修
が行われた際、コンサートホールのあった場所はホワイエに作り替えられた。こうした劇場の変化により、部屋の

図2  《コスタンツィ劇場のコンサートホール》 “Il Teatro Costanzi di 
Roma”, Ars et labor : Musica e musicisti, Milano, Anno 61, 
Num.11(Novembre 1906), p.972より転載

図3  《1917年頃のコスタンツィ劇場の図面》 Vittorio 
Frajese, Dal Costanzi all’Opera. Cronache, 
recensioni e documenti, Edizioni Capitolium, 
Roma 1977, vol.2, p.108より抜粋

図4  《1880年のコスタンツィ劇場の断面図》 Archivio Storico ed Audiovisuale, 
Fondazione Teatro dell’Opera di Roma：図示は筆者による
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名称が取り違えられたと考えられる。
　ではマシーンのコレクション展開催に影響を与えたであろう、1913年に同劇場で行われた未来派の展覧会も当
時のコンサートホールで行われたのだろうか。1913年の未来派の展覧会場については、これまで同展のカタログ
に記載されていた「Ridotto del Teatro Costanzi」とされてきたが、「Ridotto」は劇場においてはホワイエと小ホー
ルいずれを指す場合もあるため、「ホワイエ57）」、「ダンスホール58）」といくつかの解釈がなされてきた。しかし1913

年2月22日付のイル・メッサジェッロ紙には、2月21日に行われた「未来派の夕べ」の記述とともに、イベントに参加し
た客たちは未来派の展覧会を見るために向かった場所として「foyer」が使われており59）、当時のホワイエが会場で
あったと考えられる。
　コンサートホールとホワイエの位置関係については、1917年頃に作られたコスタンツィ劇場の図面（図3）に明ら
かである。図の左上、フィレンツェ通り側に「Ingresso alla sala de concerti」と表記された、コンサートホールの入り
口となる階段が見られ、図面の一階部分に「ホワイエ（FOYER）」と書かれたスペースが2か所ある。劇場をフィレン
ツェ通り側からみた断面図（図4）を見ると、コンサートホールは1階の広い方のホワイエの上に位置する、2階から3

階部分に相当する高さの部屋となる。つまり、当時のコスタンツィ劇場では「ホワイエ」と「コンサートホール」は上下
に接した、独立した部屋として存在していたことが分かる。こうしたこ
とからも、マシーンのコレクション展は当時の劇場の構造に合わせ、
ホワイエではなく、コンサートホールで行われたとすべきだろう。

1－3．マシーン、あるいはディアギレフのコレクションについて
　コスタンツィ劇場内で展示された当時のマシーンのコレクションは、
どのようなものだったのか。その内容は、開催時に発行された作品リ
ストより知ることができる（図5）

60）。カタログの表紙を飾るのは、バレ
エ・リュス創立の当初から舞台美術に携わってきたレオン・バクストが
描いたマシーンの半身像（no.1、図6）で、若きスターの繊細な表情を
丁寧に描いた、優れた肖像スケッチとなっている。本作は代表作『パ
ラード』を初演した、1917年5月のパリ・シャトレ座公演のプログラムに
も「レオニード・マシーン：新生バレエ・リュスの振付師」と題して掲載
されており、マシーンの振付師としての本格的なデビューにおいて、
彼の魅力を最も伝えるイメージとして使用された。ローマ公演の演目
には、『火の鳥』、『レ・シルフィード』といったフォーキンによる当時よく
知られた作品のなかに、『夜の太陽』、『ラス・メニーナス』、そしてロー
マ公演のために制作された、18世紀の劇作家カルロ・ゴルドーニの
台本に想を得て振り付けた『上機嫌な婦人たち』と、マシーンによる
振り付け作品が並ぶ。当時20歳を過ぎたばかりだったマシーンは、
1911年にローマで公演したときのニジンスキーとほぼ同じ年齢であ
ったが、すでに卓越した踊り手として知られていたニジンスキーと違
い、マシーンのダンサー、そして振付師としての名声はまだ確立して
いなかった。マシーンの名を冠した展覧会を開き、その肖像を最初
に掲げるのは、展示作品の画家と同じく、優れた芸術家、そして芸術
の理解者としてもマシーンを印象付けようという意図を読み取ること
もできよう。実際、イル・ピッコロ紙の展覧会記事ではマシーンを、展
覧会に参加している芸術の革新者のなかで最も若い人物としており
61）、前衛芸術家に列する存在として扱われている。

図5  《「レオニード・マシーンの絵画コレクション」展
カタログ表紙》　兵庫県立芸術文化センター　
薄井憲二バレエ・コレクション：筆者撮影

図6 レオン・バクスト《レオニード・マシーンの肖像》
1914年　黒鉛・紙　31.8 × 24.4 cm　サンア
ントニオ、マクネイ美術館
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　作品リストに戻ると、バクストと同じくロシア出身の画家、ナタリヤ・ゴンチャローワの作品が3点、ミハイル・ラリオ
ーノフの作品が1点出品されている。ゴンチャローワは1914年に初演された『金鶏』で舞台と衣装のデザインを手
がけ、パートナーのラリオーノフとともにディアギレフの信頼する芸術家であった。ディアギレフは1915年4月、マシ
ーンとの最初のイタリア滞在を終え、スイスのウーシにあったヴィラ・ベルリーヴという邸宅を借りて、ダンサーと芸
術家を集めて次シーズンのため、新作の準備を行う。その際、ゴンチャローワとラリオーノフは当地でマシーンが初
めて振付を任され、未完に終わった『典礼』の舞台デザインとともに、マシーンのサポートを行った。ゴンチャロー
ワの作品は、《典礼》のためのスケッチと翌年の合流先であったスペインで描かれたものと考えられ、ラリオーノフ
の作品は不明だが、制作年から考えてスペインで制作されたものだろう。ゴンチャローワの《エジプトからの逃避》

（no.48.、図7）には、「親愛なるレオニード・フョードロヴィチ・ミャーシンへ、ベルリーヴでの暮らしと仕事を記念して、
1915年12月1日。N.ゴンチャロ［ーワ］。まったく春のような日々でした。」と裏に書かれていることからも62）、この4点
は、マシーンと彼らの個人的な親交のなかで入手したものとみて間違いない。
　そして全51点のうち、ジャコモ・バッラ7点、カルロ・カッラ6点、フォルトゥナート・デペロ5点、ジーノ・セヴェリーニ
1点と三分の一以上を占めるのが未来派の作品である。展覧会のなかでも未来派への注目は大きく、新聞記事に
は本展を「未来派絵画展」としているものが散見される63）。上述のように、未来派の絵画はマシーンが彼らとの直
接の交友から得られたものである。例えばデペロのドローイング《ダンサーたち》（no.35、図8）には、「未来派の熱烈
な愛と惜しみない称賛を、偉大なダンサーであるマシーンへ 64）」とあり、両者の親密な関係性がうかがえる。ただ、
上記のように、未来派の画家たちとマシーンには直接交流する機会はあったものの、まだディアギレフの庇護下で
活動を始めたばかりの若きダンサーであった彼に、これらの作品をすべて購入するだけの力はまだなかったと考え
られる。ガルシア＝マルケスは、コレクションのはじまりはディアギレフが彼に与えた贈り物であったとしており65）、デ
ィアギレフ自身も、デペロおよびカッラの作品を所有していた66）。これまでみてきたように、未来派の芸術家たちと
直接やりとりをしてきたディアギレフ自身が作品の選定や購入に関わっていたとするべきであろう。11―12日付のイ
ル・ピッコロ紙には、「バレエ・リュス団へ作品を提供した画家たちの展覧会 67）」と書いてあることからも、マシーンと
いうよりはバレエ・リュス団とそれを率いるディアギレフによるイベントととらえられていたことが分かる。
　また、未来派以外のイタリア人の画家として、ジョルジョ・デ・キリコの作品が出品されていることも注目される

（no.29、図9）。本作は当時契約していた画商のポール・ギヨームが所有していたものを、ディアギレフが購入し、マシ

図７ ナタリヤ・ゴンチャローワ《エジプトからの逃避》1915年　水彩、
鉛筆・紙　29.5 × 19.5 cm

図8 フォルトゥナート・デペロ《ダンサーたち》1916年　ペン、インク、
水彩・紙　27 × 37 cm
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ーンに与えたものである68）。デ・キリコとバレエ・リュスの関わりは、
1929年に『舞踏会』の舞台と衣装デザインを行ったことが知られて
いるが、その十年近く前に彼の作品を購入していたことは、彼がこ
の時期既に前衛芸術家への造詣を深めていたことを示す。また、
本展はデ・キリコがイタリアで初めて出品した展覧会である点でも
重要である69）。
　そしてこれ以降のバレエ・リュスを予見しているのは、やはりパブ
ロ・ピカソの存在であろう。ピカソとディアギレフは1916年、ピカソ
のアトリエで初めて出会い、翌年の一月にはディアギレフの依頼に
より、ピカソは新作『パラード』の舞台と衣装デザイン制作を引き受
けることとなった70）。そして1917年2月、ピカソはジャン・コクトーと
ともにローマに移動し、ディアギレフとマシーンとともに『パラード』
制作をはじめることとなる。マシーンのコレクションには、この時描
かれたピカソとコクトーによるユーモラスなスケッチが含まれていた

（no.78、図10）（no.24、図11）。ピカソはガードルード・スタインへ、ロー
マ滞在中に「ポンペイ風の軽い作品」やディアギレフ、マシーンをはじめとしたバレエ・リュスのカリカチュアを描いて
過ごしていると書き送っている71）。5月3日付のイル・ジョルナーレ・デル・マッティーノ紙には、ピカソの作品のいくつ
かはローマ滞在中に描かれたものとしているが、『ポンペイの絵』（no.74）などは、まさにそうしたものだろう。また、ミ
シェル・ジョルジュ＝ミシェルは1917年のある日、ディアギレフから、開催を予定している展覧会のため、ローマへ20

余りのピカソの作品を送ってほしいという依頼があったことを回想録に記している72）。ジュゼップ・パラウ・イ・ファブレ
は、ディアギレフにピカソの個展を行う企画があり、この時に運ばれた作品の一部が、マシーンのコレクション展に
出品された可能性を指摘している73）。前者の企ては記録が残っておらず、おそらく実現しなかったが、ディアギレフ
が出品作家のなかでも、ピカソに大きな期待を抱いていたことは明らかである。
　また本展には、ピカソによるマシーンの肖像スケッチが展示された（no.73、図12）。椅子に座ってくつろぐ姿を簡潔
な線でとらえたもので、マシーンの大きな目と鍛えられた足が印象的であり、バクストとは異なったアプローチで彼
の魅力を描き出している。そのバクストの作品としてピカソの肖像スケッチも出品されており、リストの順からして、

図9 ジョルジョ・デ・キリコ《エンジニアの望郷》1916年 
油彩・カンヴァス　33.7 × 26 cm　ノーフォーク、
クライスラー美術館

図10 パブロ・ピカソ《リハーサルを見学するマシーン、バクストとディア
ギレフ》1917年　インク・紙　19 × 26.5 cm　個人蔵

図11 ジャン・コクトー《ピカソのキュビスム的肖像画》1917年　鉛筆、
インク・紙　26.5 × 20.5 cm
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おそらくマシーンの肖像スケッチと並べて展示されていたはずである。これはマシーンを気鋭の芸術家と並べて展
示することで、彼の踊り手と振付師としての才能を印象付ける意図があったと考えられる。
　メディアにおいてもピカソへの関心は高く、4月10―11日付のイル・ピッコロ紙の記事では、マシーンと共にピカソ
の写真も掲載されている（西田有紀「1917年ローマ・コスタンツィ劇場における『レオニード・マシーンの絵画コレクション展』に関す

る新聞記事一覧」参照）
74）。また、11―12日付のイル・ピッコロ紙ではピカソの作品が高い評価を受けたとしており、現

在の潮流がマティスをはじめとしたフォーヴィスムではなく、キュビスムにあるとし、時代の寵児としてピカソを紹介
している75）。またイル・ジョルナーレ・デル・マッティーノ紙では、ピカソを「現代絵画の偉大な魔術師ピカソ」とし、ピ
カソの先見性を高く評価している76）。この時展示されたピカソによる6点の作品は、マシーンの肖像スケッチ以外
ははっきりと特定できないが 77）、スクイッツァートは本展が、イタリアの芸術家たちがピカソの作品をじかに見るこ
とができる特別な機会であったことを指摘している78）。
　ピカソのほかにも、本展にはパリで前衛芸術家として活躍していた画家が登場している。ジョルジュ・ブラックを
はじめとして、フアン・グリス、アンドレ・ロート、フェルナン・レジェ、アルベール・グレーズら、キュビスム運動に参加し
た画家たちが名前を連ねる79）。このうちフアン・グリスの《庭園》（no.55）と《ボトルとグラス》（no.56）については、ダグ
ラス・クーパーらによるグリスのカタログレゾネによれば、レオンス・ローザンベールよりマシーンへ所蔵が移っている
が 80）、実際にはディアギレフがローザンベールを通じて入手したものと考えられる。またアンドレ・ロートのドローイ
ング（no.64、図13）には「マシーンへ、親愛をこめて（à Massine amicablement）」と書きこみがあり、この時点でパリの若
手芸術家たちと交友をもっていただろうことがうかがわれる。リストにはディエゴ・リベラやアンヘル・サラガといった
パリ画壇で活躍していたメキシコの画家、そしてのちに『奇妙な店』をはじめとした多くの作品でともに仕事をするこ
ととなるアンドレ・ドランも含まれている。ディアギレフはこれらの絵を、画家と直接、あるいは画商を通じて数年で
集め、当時の前衛絵画を中心としたコレクションをつくり上げた。
　ディアギレフの絵画収集については、1917年2月13日付で、フェルナン・レジェが友人のルイ・プーゴンに当てた書
簡に次のような記述がある。

　私は戦前に描いた油彩画と二点のヴェルダンのデッサンをディアギレフ、あのバレエ・リュスのオーガナイザ
ーに売ったところだ。彼は大コレクターで、そのコレクションに加わったことに限りない満足感を覚えている。
ディアギレフが彼の一座とともにパリにいたとき、関係者席にいた彼らに会いに行くことができたのだ！それは

図12 パブロ・ピカソ《ローマのピカソのアパルトマンで座るレオニード・
マシーン》1917年鉛筆・紙　66.5 × 47 cm

図13 アンドレ・ロート《女性の頭部》1917年　ペン、インク・紙　21 × 
16.5 cm 
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いつまでも変わらぬ、幸福な出来事となった。非の打ちどころのないヨーロッパ人の典型であるディアギレフ
は、私の絵を大変気に入り、私に興味をもったに違いない81）。

　レジェの記述は、ディアギレフがコレクターとして画家たちの間で
知られていたことを伝えてくれる。文中の「戦前に描いた油彩画」は、
まさしく出品作の《バレエ・リュスの退場》（no.59、図14）であろう。アレ
クサンダー・ショーヴァロフは、ディアギレフはナタリー・ゴンチャロー
ワとミハイル・ラリオーノフを通じてレジェに会ったとしている82）。二人
は1914年、5月から6月にかけてのパリ、オペラ座公演の新作『金鶏』
の舞台と衣装デザインをゴンチャローワが任されていたため、また6

月に控えたポール・ギヨームの画廊での二人の展覧会 83）のためにパ
リに来ていた。《バレエ・リュスの退場》には1914年の年記があり、レ
ジェがディアギレフに会ったのが上記の公演中だったとすれば、マシ
ーンもその場に居合わせたはずである。この公演は、マシーンが『ヨ
セフ物語』のタイトルロールを初演したデビューシーズンであったか
らだ。
　また、2点のドローイングのモチーフとして挙げられた「ヴェルダン」
は、第一次世界大戦下、ドイツ帝国軍とフランス共和国軍の戦場と
なったロレーヌ地方のヴェルダンである。レジェは1914年より従軍しており、1916年に両軍の激戦地となったヴェ
ルダンに滞在中、当地のスケッチを多く残している。いずれの作品にも「12－16」の書きこみがあり、12月16日を指
すとすれば、1916年にヴェルダンでの戦いが終焉を迎えた頃に描かれたものである。ヴェルダンのドローイングが
出品されているのは、ローマ公演が傷痍軍人協会のための慈善興業という側面をもっていたこともあるだろう。デ
ィアギレフが購入した、レジェによるヴェルダンのドローイングは3点現存するが84）、購入時期から、おそらくローマ
の展覧会に出品された2点のヴェルダンのスケッチ（no.60-61）が、レジェが書簡で語っていたものに該当すると考え
られる。

1－4．展覧会の意義
　本展は先述したように、デ・キリコとピカソの作品がイタリアで展示されたほぼ最初の機会であった。また展覧会
の紹介記事でも、「最先端の前衛絵画の代表者全てといってよい」という記述がみられるように85）、イタリアのみな
らずフランスの前衛芸術を展覧する場としても画期的なこころみであった。そしてレジェの書簡からは、ディアギレ
フが当時絵画のコレクターとして知られていたことが分かる。そのことは、展覧会を企画したディアギレフが当時関
心を抱いていた前衛芸術家だけではなく、それらを入手するための画家たち、もしくはそれを取り扱う画廊との関
係を築いていたことをも示唆する。
　ディアギレフが初めて行った芸術事業が展覧会の開催であり86）、1898年にはロシアで美術雑誌『芸術世界』を
刊行するとともに、同雑誌主催の国際美術展を行っていたことは、自国における大きな業績として広く知られてい
る。また1906年にパリのグラン・パレにて、サロン・ドートンヌと同時開催で行われた「ロシア美術展」は、伝統的美
術と共にロシアの若手芸術家を西欧に紹介する機会となり、ベルリン、ヴェネツィアへも巡回した87）。こうした活動
を振り返れば、ディアギレフが前衛画家たちによる展覧会を構想していたと考えるのは、不自然ではないだろう。お
そらくバレエ公演と両立させることの難しさ、そして財政的な問題から、独立した興行としては実現しなかったが、
ローマ公演の際はマシーンの宣伝という目的と、未来派の支援などもあり、マシーンのコレクション展というかたち

図14 フェルナン・レジェ《バレエ・リュスの退場》　
1914年　油彩・カンヴァス　136.5 × 100.3 
cm　ニューヨーク近代美術館
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でその一端が実現できたのであろう。本展の意義はマシーンの絵画コレクションの始まりを教えてくれるだけでな
く、バレエ・リュスの作品以外で、当時のディアギレフが見ていた同時代絵画への視野の広さを示したことにもある
といえる。

2．1934年、シカゴ―コレクションの集大成としての展覧会

2－1．バレエ・リュスからの独立と復帰
　コスタンツィ劇場での展覧会以降、バレエ・リュスの公演でマシーンのコレクションが公開されることはなかった。
その後もマシーンはバレエ・リュスのスターダンサー兼振付師として活躍を続けたが、1921年、同団のダンサー、ヴ
ェラ・サーヴィナと婚約したことでディアギレフの不興を買い、バレエ・リュス退団を余儀なくされた。マシーン独立後
の初仕事は、奇しくもローマのコスタンツィ劇場支配人からの依頼で行った南米ツアーだった。マシーンはバレエ・
リュスから数人のダンサーを誘い、自身のカンパニーをつくり、4か月間4都市での南米ツアーを行った後、ロンド
ンに渡りコヴェント・ガーデンやコロシアム劇場で公演を行う。24年にはエティエンヌ・ド・ボーモン伯爵が主宰し、パ
リのピガール劇場で行われた「ソワレ・ド・パリ」にも参加するなど、独立後も活動を続けていたマシーンに、ディアギ
レフよりバレエ・リュス復帰の打診が来る。マシーンはそれを受け、25年に同団に再び参加するが、他のバレエ団
への振付なども引き続き行っていた。
　20年代において、マシーンのコレクションについての記録はあまりない。この時期マシーンはロンドンを拠点とし
ており、当地にスタジオを構え、公演の傍らレッスンも行っていた。マシーンのコーチを望んで多くのダンサーがス
タジオを訪れ、そのなかにはのちにロイヤル・バレエ団の芸術監督となったフレデリック・アシュトンもいた。バレエ・リ
ュスで築いた名声をもとに、ロンドンの上流社会に加わるようになったこの時期について書いたマシーンの文章に、
コレクションに関する記述がある。
　
ロンドンに戻り、私とベラはブリクストンの聖アン通り沿いにあるアパートの一室をみつけた。数日を費やして
床磨きをし、家具を置いた。ようやく、これまで集めた未来派とキュビスムの絵を飾る場所を得たのである。ピ
カソのドローイングのうち1点は、ニンフに襲いかかるサテュロスの絵だった。手伝いに来ている女性はこれを
見て怯え、「この絵が去るか、私が去るかです」と言った。私たちには家事の手助けが必要だったので、絵を
外してイタリアに送るほかなかった88）。

　「イタリア」とは、マシーンがかねてから購入の交渉を続け、1922年にようやく獲得したポジターノのガッリ島のこ
とであろう。上記のサテュロスとニンフの絵は、残念ながら現在残る作品の記録に該当するものはないが、マシー
ンが少なくとも一部の所蔵品を身近に置き、鑑賞していたことを示している。さらにガルシア＝マルケスは、当時マシ
ーンの支援をしていたオットリン・モレルが1922年4月付の書簡でマシーンに「あなたの絵画たち、とりわけブラック
を見に伺いたいものです」と伝えていることから、来客にとって、彼のコレクションを見られるのが大きな魅力であっ
たことを述べている89）。このように、彼の所蔵する絵画は私的に、またはごく限られた人々にのみ鑑賞されていたよ
うだが、上流階級や知識人との交友の上で、小さくない役割を演じたと考えられるだろう。
　1929年、バレエ・リュスの主宰であったセルゲイ・ディアギレフがこの世を去ると、マシーンのキャリアに転機が訪
れる。彼はディアギレフが所蔵していた衣装や舞台装置の一部を入手し、ニューヨークでブロードウェイのプロデ
ューサー E・レイ・ゲッツと新たなバレエ・リュスのカンパニーを立ち上げようとしたが、アメリカ大恐慌の影響などで
とん挫した。最終的にモンテカルロ・バレエ団の芸術監督ルネ・ブルムと、ロシア歌劇団を率いていたワシリー・ド・バ
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ジル大佐の二人がモンテカルロに元バレエ・リュスのメンバーを集め、バレエ・リュス・ド・モンテカルロを結成した。マ
シーンは1932年の同団のデビューシーズンにゲスト・コレオグラファーとして参加し、33年にはジョージ・バランシン
にかわり芸術監督に就任、新生バレエ・リュスをけん引する立場となった。
　1933年のシーズンではモンテカルロとロンドンで公演を行い、マシーンは『前兆』、『ビーチ』、『バレエ学校』、
『コレアルティウム』などの新作を披露し大きな反響を得た。ヨーロッパでの同団の成功は、ロシア出身のアメリカ
の興行師、ソル・ヒューロックの目に留まる。ヒューロックはバレエ・リュス・ド・モンテカルロにアメリカでの公演をオフ
ァーし、それは33年12月に実現する。バレエ・リュスのアメリカ公演は、1916年のシーズン以来であった。ニューヨ
ークで行われた公演は最初不入りだったものの、マシーンの人気で徐々に話題となり、また若手のバレリーナたち
が評判となって、最後には立ち見が出るほどの人気となった90）。翌年に再び行われたアメリカ公演では、現地の鉄
道を題材とした新作『ユニオン・パシフィック』を上演し、人気を博す。ヨーロッパではすでに確固たる地位を築いて
いたマシーンの名声はアメリカにも及び、1930年代で最も有名な振付師であり、ダンサーとなっていく。
　1934年、アメリカでの最初のツアーを終えたバレエ団はモンテカルロ、パリ、ロンドンでのヨーロッパツアー後、
メキシコで公演を行い、10月25日にカナダへ上陸した。そしてトロント、モントリオールの2都市で公演後、11月に
アメリカでのツアーを開始する。マシーンのコレクション展は、このツアーのなかで始まったのである。

2－2．出品作品について
　マシーンのコレクション展91）は、1934年12月4日から31日までアーツ・ク
ラブ・オブ・シカゴ、1935年の1月よりトレド美術館、2月18日から3月9日まで
ニューヨークのマリー・ハリマンギャラリー、そして最後にハートフォードの
ワズワース・アテネウムで5月3日から10月3日にかけ開催された92）。初めに、
本展で出品された作品を確認する。最初の展覧会場であるアーツ・クラブ・
オブ・シカゴで作られた作品リストには、79点の作品が掲載されている。ま
ずはバクストの作品に、《牧神の午後》で牧神を演じるワツラフ・ニジンスキ
ーの衣装のデザイン画（no.2、図15）が加わっていることが注目される。本作
は1912年にパリ、シャトレ座で『牧神の午後』が初演された公演プログラム
「セゾン・リュス」のメインイメージとして広報物を飾った。ロンドンでのバ
レエ・リュスの庇護者であった、リポン侯爵夫人としても知られるコンスタン
ス・グラディス・ロビンソンが所有しており93）、マシーンの手に渡った経緯は
不明だが、バクストの代表作であるとともに、バレエ・リュスを象徴する作
品を所有していたことには、かつてスターダンサーであった自身への自負
が感じられる。
　また、1917年の展覧会では1点のみの出品だったドランが6点、そしてロベール・ドローネーの作品が2点加わっ
ているが、ドランは1919年初演の『風変わりな店』、ドローネーは1918年の『クレオパトラ』再演でバレエ・リュスの
舞台デザインを担当している。『風変わりな店』はマシーンが振り付けを行ったが、マシーンはデザインの依頼でデ
ィアギレフと共にドランのアトリエを訪ね、作品について話すうち、すっかりドランに魅了されたことを自伝に書いて
いる94）。ドランの作品は、その時の交流により入手したと考えられる。ドローネーのデザイン画（no.31）は、マシーン
が『クレオパトラ』の舞台デザインを気に入っていたために譲ってもらったものだろう95）。
　コレクション中もっとも多いのはピカソの作品で、20点の作品タイトルが並び、1917年の時の6点と比べ3倍
以上の数となっている。振付家と舞台デザイナーとして、マシーンとピカソは『パラード』（1917）以後、『三角帽子』

（1919）、『プルチネッラ』（1920）、そしてソワレ・ド・パリへの作品『メルキュール』（1924）と3度の共作を行っており、本

図15 レオン・バクスト《ニジンスキーによる
「牧神」のための衣装デザイン》1912
年　黒鉛、テンペラ、水彩・イラストボ
ード　39.8 × 27 cm　ハートフォード、
ワズワース・アテネウム
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展には出品していないが、『パラード』の衣装スケッチ
も所有していた96）。新たに加わったのは、作品自体の
ドローイングや水彩画などの小品が中心で、画家から
の友人への贈り物として描かれたものと考えられる。ま
た、作品リストの表紙を飾ったのは、ピカソの描いたマ
シーンの肖像スケッチ（no.84）だった。
　ローマ公演以降、新たに加わった作品としては、ア
ンリ・マティスとジョルジュ・ブラックのものが注目され
る。マティスは1920年に再演した『ナイチンゲールの
歌』で舞台デザインをつとめ、マシーンが本作の振り
付けを行った。舞台自体はあまり反響を呼ばなかった
が、マシーンは『ナイチンゲールの歌』を、舞台における

芸術家との共作においてもっとも成功した例だったと語っており97）、マティスもマシーンの意見に大いに助けられた
ことをのちに語っている98）。ガルシア＝マルケスによれば、マシーンはバレエ・リュスの重要な拠点であったモンテカ
ルロで公演があると、週末にニースへマティスのアトリエを訪れていたという99）。出品されたマシーンの肖像画2点
は、そうした親交の証だろう。しかしもう一つの出品作《ヒョウタン》（no.65、図16）は、少なくとも1925年まではポー
ル・ギヨームが所有していたが 100）、31年にはマシーンがニューヨーク近代美術館で開催された展覧会に本作を出
品している101）。ポール・ギヨームは先述したように、ディアギレフへデ・キリコの作品を売っており、その後作品を所
有することとなったマシーンも知己となっていた可能性は十分にあり、25年から31年の間に、おそらくポール・ギヨ
ームからマシーンの手に渡ったのだろう。
　またジョルジュ・ブラックの作品は、2点が新たに加わっている。ブラックとマシーンはエティエンヌ・ド・ボーモン伯
爵が主宰したソワレ・ド・パリで1924年に初演された『サラダ』で舞台デザイナーと振付師として初のコラボレーショ
ンを行い、1925年には同じくソワレ・ド・パリで『ゼフィールとフロール』、またバレエ・リュスの『うるさ方』でも共に制
作を行った。《楽器のある静物》（no.17、図17）、《テーブル》（no.16、図18）はともにマシーンより以前の来歴について
は明らかではないが、個人的な親交についてはあまり記録がないことから、画商（2作品はいずれも、レオンス・ローザン

ベールと契約していた時期の作品である）、もしくは個人のコレクターより入手したものと考えられる。これらマティスとブ
ラックの作品は、マシーンがコレクターとして自ら集めたものという側面が強く、他の作品と比べても質の高いもの
となっている。

図16 アンリ・マティス《ヒョウタン》1915―16頃　油彩・カンヴァス　
65.1 × 80.9 cm　ニューヨーク近代美術館

図17 ジョルジュ・ブラック《楽器のある静物》1918年　油彩・カンヴァ
ス　64.8 × 92.1 cm　パサデナ、ノートン・サイモン美術館

図18 ジョルジュ・ブラック《テーブル》1918年　油彩・カンヴァス　65.5 
× 79.3 cm　公益財団法人吉野石膏美術振興財団
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2－3．コレクション展開催の背景
　マシーンのアメリカでの活動は、バレエ団のアメリカツアーに先がけて行われていた。退団後、一時復帰してい
たバレエ・リュスから再び離れたマシーンはニューヨークに渡り、ロキシー・シアターで映画上映の間に行うレビュー
の演出の仕事を得る。マシーンはこの仕事を1928から31年まで続けたが、当時の様子を「アメリカ人のバレエへ
の興味の低さは、私がはじめてこの地を訪れた10年前［1916年に行われたバレエ・リュスのアメリカツアー］とさほど変わっ
ていないことはすぐに分かった102）。」と語っており、バレエをアメリカで公演することの難しさを痛感したようだ。し
かし1930年、マシーンが1920年に行った振付のバージョンによる『春の祭典』が、アメリカ人舞踏家マーサ・グレア
ムの主演でフィラデルフィアとニューヨークで上演され、好評を得る。また翌年には、アーツ・クラブ・オブ・シカゴで
ダンスパフォーマンスを行うなど、活動の場を広げていった。バレエ・リュス・ド・モンテカルロのツアーは、ダンサー
をまとめる立場のマシーンのこうしたキャリアがなければなしえなかったであろう。
　バレエ・リュス・ド・モンテカルロは、1934年11月から35年3月まで、そして10月より再びアメリカでのツアーを行っ
ている。このうちシカゴでは、オーディトリアム劇場で1934年12月26日から1935年1月2日に公演を行っており、シ
カゴでのコレクション展とちょうど時期が重なっている。シカゴでは、他都市での公演の演目にはない『火の鳥』が
上演されることが決まっており、ツアーのなかでも重要な公演地だった。またシカゴ・トリビューン紙には公演に先
立ち、12月21日にマシーンとバレエ団の6人のバレリーナを招待した茶会を催す旨の記事が掲載されており103）、シ
カゴ市民の歓迎ぶりも伺える。マシーンのコレクション展が行われた経緯は明らかではないが、開催された4都市
の中でもシカゴは重要な開催地であったと考えられる。12月22日には、アーツ・クラブ・オブ・シカゴの会長であった
チャールズ・バーネット・グッドスピード夫人が、市立オペラハウスで開催された特別公演にマシーン夫妻を招待して
いる104）。先述したようにマシーンは1931年に同クラブでパフォーマンスを行っており、同年会長に就任していたグ
ッドスピード夫人とは知己であった。4会場の中で唯一バレエ公演と日程が重なっていたことからも、コレクション
展の企画にアーツ・クラブ・オブ・シカゴが関わった可能性は高い。また、マ
シーンとグッドスピード夫人の関係はその後も続いており、シカゴ美術館
には、マシーンが1936年12月にグッドスピード夫人へ贈った、ピカソによ
るマシーンの肖像スケッチ（no.80、図19）が所蔵されている。また1937年に
マシーンがバジル大佐と決裂し、新たにバレエ・リュスの名を冠したバレエ
団を設立した際には、グッドスピード夫人の紹介により、実業家ユリウス・
フライシュマン・ジュニアの支援を得ている105）。アメリカのパトロンとの交友
においても、マシーンのコレクションは活用されていたことが分かる。
　また展覧会開催の契機としては、同じくバレエ・リュスのメンバーであっ
たセルジュ・リファールの活動もあったと考えられる。セルジュ・リファール
はバレエ・リュスに1923年に入団し、29年の解散まで同団のスターダンサ
ーを務めた人物である。ディアギレフはマシーンと同じく、リファールにも
美術品を買い与えていた。リファールは後に回想録で、1926年に初演さ
れたバレエ『ロミオとジュリエット』の舞台と衣装デザインをジョアン・ミロと
マックス・エルンストに任せることが決まったときのエピソードを記している。

　シュルレアリストに自分で会いに行くべきだという私のすすめに感謝し、ディアギレフは特別に彼の好みに合
ったミロとエルンストの絵画をパリから持ってきて、私にプレゼントしてくれた。これが私のコレクションのもと
となった。彼は、かつてはマシーンにも同じことをしており、マシーンはマティス、ブラック、ドランやイタリア未
来派の多くの作品を含む一流の絵画コレクションを手に入れた106）。

図19 パブロ・ピカソ《レオニード・マシーンの
肖像》1917年　黒鉛・紙　17 × 11.4 
cm  シカゴ美術館
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　こうして集められたリファールのコレクションは、ディアギレフの生前に公開されている。1926年7月にロンドン、
チェルシーのニュー・シェニル・ギャラリーで開かれた「セルジュ・リファールの現代絵画コレクション」展がそれであ
り107）、アンドレ・ドラン、マックス・エルンスト、ジョアン・ミロ、パブロ・ピカソ、ペドロ・プルーナらバレエ・リュスの美術
デザインを手がけた芸術家たちの作品が35点出品された108）。この年バレエ・リュスは6月14日から7月23日にかけ
てロンドンのヒズ・マジェスティーズ劇場（現在ハー・マジェスティーズ劇場）で公演しており109）、コレクション展は公演中
に開催されていたことが分かる。1926年の夏公演は1922年以来初めてのロンドンでの正規公演で、またバックル
は当時のディアギレフはロンドンでの成功にバレエ団の将来があると考えていたとしており110）、加えてリファールの
当地での本格的なお披露目の機会でもあった。バレエ公演と売り出し中のスターダンサーのコレクションの展覧
会を同時に行うというこころみは、1917年のローマ公演を彷彿とさせるが、このとき出品されたのは主に『びっくり
箱』、『ロミオとジュリエット』、『パストラル』、『水兵』といった新作バレエの美術・衣装のデザイン画やドローイング
が中心であり111）、タイムズ紙の展評も、展覧会のみどころは舞台のために描かれたデザインの素晴らしさであると
している112）。1917年に行われた展覧会の出品作家の幅の広さや絵画の質の高さには劣るといえよう。ディアギレ
フの死後は、ディアギレフ旧蔵の絵画がリファールのコレクションに加わったが 113）、やはりバレエ・リュスのデザイ
ン画がその多くを占めており、リファール自身もデザイン画を重点的に収集していった114）。
　リファールは1933年に自身のバレエ団を率いてアメリカツアーを行ったが、ツアーに伴い、「セルジュ・リファール
のコレクションから見るロシア・バレエの25年」展としてニューヨークのジュリアン・レヴィ・ギャラリーでコレクション
展が開催された115）。展覧会名には、コレクションが持つバレエ・リュスの活動資料としての側面が強く表れている。
そしてリファールは主にアメリカツアーの不振による経済的な問題により、展覧会の会期中にハートフォードのワズ
ワース・アテネウムへ美術コレクションを売却した116）。展覧会は5会場を巡回しているが、その中にアーツ・クラブ・オ
ブ・シカゴも含まれている。シカゴ・トリビューン紙では、このコレクションの多くがバレエ・リュスの後期の作品のため
に描かれたものとし、惜しむらくはこのコレクションがシカゴに来なかったことであり、ワズワース・アテネウムがリフ
ァールに支払った金額より多くのお金を、シカゴの人々は喜んで出していただろうと書いている117）。マシーンのコレ
クション展は、上記のようなアメリカの美術館におけるバレエ・リュスへの関心の高まりをうけて企画されたものであ
ろう。
　マシーンもまた、リファールの展覧会に大いに刺激されたはずである。マシーンとリファールのコレクションは、
両者ともバレエ・リュスの活動のなかで生まれた作品が中心であるが、マシーンのものはリファールの言う「一流の
絵画コレクション」でもあったという点で異なる。シカゴでのマシーンのコレクション展についての記事には、ピカソ
やカッラ、レジェらによって展開した、モダンアートの絵画のバイオグラフィーであると書かれており、展示作品自体

図20 1935年2月24日付ニューヨークタイムズ紙
記事「マシーンのコレクション」
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の評価は否定的ながら、絵画コレクションとしての価値を認める内容となっている118）。またニューヨークのマリー・
ハリマンギャラリーで開催された際のニューヨーク・タイムズ紙の記事では、展示内容は即興的なドローイングから
入念に描かれた抽象絵画まで多岐にわたるとしており、それぞれの画家の初期の作品が展示されていることを伝
えている119）。また、最も素晴らしい作品としてレオポルド・シュルヴァージュの《ブーケ》（no.98）が写真入りで紹介さ
れている（図20）。またニューヨーク・ポスト紙でも、「現在マリー・ハリマンギャラリーで開催中の、レオニード・マシー
ンのコレクションによるフランス絵画展では、モダニズム時代がみせた様相の一端を見ることができる。」と紹介さ
れており120）、1910年代から20年代初めにかけての、フランスにおけるモダンアートを総覧する絵画コレクションと
して評価している。いずれもマシーンのコレクションは、バレエ・リュスゆかりの作品としてではなく、20世紀初頭に
活躍した重要な画家たちのまとまったコレクションとして評価されている点で共通している。リファールのコレクショ
ンは、バレエ・リュスの資料として大きな意義をもつものであったが、マシーンには自身のコレクションが、それに負
けずアメリカで好評を得る自信があったであろう。また、出品作のうちバクストの『牧神の午後』の衣装デザインは、
まぎれもなくバレエ・リュスを代表するデザイン画である。レスリー・ノートンによれば、1849年よりマシーンはパリ
近郊のヌイイ＝シュル＝セーヌに邸宅をもち、バクスト、ブラック、ピカソ、ゴンチャローワの作品を邸内に展示してい
たが、最も重要な場所にはディアギレフの大きな写真が飾られていたという121）。マシーンにとって、バレエ・リュスの
存在はキャリアにおいて最も重要なものであり続けた。この展覧会は、マシーンを優れたアート・コレクターとして、
そしてバレエ・リュスの後継者としても、アメリカで印象付けた出来事となった。
　
2－4．離散するコレクション
　このようにアメリカでも一定の評価を獲得したマシーンの絵画コレクションだが、その後多くの作品が散逸する
こととなった。トレド美術館のアーカイブに保管されているシカゴ会場の作品リスト122）には、「Sold」の書き込みが
数か所見られ、展覧会の開催中すでに一部の作品が売却されたと考えられる。コレクション展の第三会場であっ
たニューヨークのマリー・ハリマンギャラリーでの出品時には、シカゴでの展覧会の際79点だった出品作品が39点
にまで減っており、全てが売却されたものでないとしても、多くの作品をこの間に手放したと考えられる。またマリ
ー・ハリマンギャラリーでは、4点の重要な作品が同ギャラリーを通じて売却されたことが分かっている。まずバクス
トの『牧神の午後』の衣装デザインとアンドレ・ドランの『奇妙な店』の小道具デザインが、1935年に同ギャラリーか
らワズワース・アテネウムの所蔵となっている123）。デ・キリコの《エンジニアの望郷》は、同ギャラリーの所蔵となって
から個人コレクターの手に渡り、現在はクライスラー美術館の所蔵である124）。またアンリ・マティスの《ヒョウタン》
は同ギャラリーを通じてジョン・ロックフェラー 2世夫人が購入し、彼女が設立に携わったニューヨーク近代美術
館に寄贈されている125）。マティスの作品はニューヨーク近代美術館への回顧展に出品されていたこともあり、マシ
ーンの所蔵する絵画の質の高さは、アメリカのコレクターと美術館の知るところであり、マリー・ハリマンギャラリー
が、特に重要な作品の取引を任されていたと考えられる。
　後述するコレクションの売り立ての記録をみると、1934―35年の展覧会以降、マシーンのコレクションには新た
な作品が加わることはなく、売り立てが行われる前に画商を通じて手放している作品があることが分かる。そのう
ち所在が判明している多くが、現在アメリカの美術館の所蔵となっている。例えばブラックの《コンストラクション

（ボトルとクラリネット）》（no.15、図21）は1961年にはパリの画商ジョルジュ・ベルニエの所有となっており126）、その後セ
ントルイス・ポスト・ディスパッチ紙社代表であり、美術コレクターとしても知られたジョセフ・ピューリッツァー 3世の
所有となったが、1969年にフォッグ美術館に寄贈された127）。同じくブラックの《楽器のある静物》は、ニューヨーク
の画商ユージーン・ビクター・ソーの手に渡ったのち、ノートン・サイモン財団が取得、現在はノートン・サイモン美
術館の所蔵となっている128）。ロベール・ドローネーの《サン・セヴラン教会》（no30、図22）はニューヨークのローズ・フ
リードギャラリーを通じてウェルズリー大学付属デーヴィス美術館の館長であったジョン・マカンドリューが購入し、
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ジョンの死後ボストン美術館に寄贈された129）。またニューヨーク近代美術館は、1958年にマシーン本人からフェ
ルナン・レジェの《バレエ・リュスの退場》を購入している130）。マシーンが所蔵していたフランスの前衛芸術家による
絵画群は、上記のように彼の生前から様々な人の手に渡ったが、アメリカの主要な美術館の所蔵となっていること
は、コレクションの質の高さを示しているともいえよう。

結び

　レオニード・マシーンの絵画コレクションは、マシーンのバレエ・リュス入団後まもなく始まった、同団と未来派と
の交流を発端としている。本調査では、1917年にローマでマシーンのコレクション展が行われた際、未来派の作
品とバレエ・リュスゆかりの芸術家に加え、バレエ・リュス主宰であったセルジュ・ディアギレフが当時収集していたパ
リの若手画家たちの絵画が合わさり、ロシア、イタリア、フランスにおける前衛画家たちによる作品が集まっていた
ことが分かった。さらに、コレクション展が広く一般の人に公開されていたことが判明し、当時のローマでは類を見
ない幅広さで、最新の芸術を紹介した貴重な機会となったことを確認した。このことは、バレエ・リュスと前衛芸術
家との関わりにおいてバレエ公演だけでなく、彼らの作品による展覧会の構想も存在し、そのための作品収集を行
っていた可能性を示唆する。しかしその企ては、ローマで行われた展覧会以上の結果を生むことはなかった。後に
ディアギレフはセルジュ・リファールの絵画コレクション展も行っているが、作品の充実ぶりはマシーンのそれに及
ぶものではなかった。マシーンは、ディアギレフが前衛画家の発掘に最も力を入れていた時期に収集された絵画の
多くを継承し、独立後もコレクションを成長させていった。その成果ともいえる、1934年から35年にかけて行われ
たアメリカにおけるコレクション展の出品作のラインナップは、マシーンが優れたモダンアートのコレクターであると
同時に、バレエ・リュス・ド・モンテカルロをけん引する立場にあった彼が、バレエ・リュスの後継者であることを示す
ものであった。しかしアメリカでの巡回展後、コレクションの核となっていた多くの作品は離散してしまい、ワズワー
ス・アテネウムに一括購入され、コレクションの一部となったリファールのコレクションと異なり、その存在や内容が
忘れられていった。しかし、それらはニューヨーク近代美術館をはじめとして、世界各地のモダン・アートの優れた
コレクションの一部となっており、我々は知らずしてその恩恵を受けているといえよう。

図21 ジョルジュ・ブラック《コンストラクション（ボトルとクラリネット）》
1912―13年　クレヨン、グアッシュ・カードボード　52 × 74.9 cm
　ケンブリッジ、フォッグ美術館

図22 ロベール・ドローネー《サン・セヴラン教会》　1909年　水彩、鉛
筆・紙　47.8 × 34 cm　ボストン美術館
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　最後に、当財団が所蔵するジョルジュ・ブラックの《テーブル》について述べる。アメリカでのコレクション展より
35年以上のち、1971年、マシーンのコレクションの売り立てがロンドンのサザビーズで行われた131）。マシーンの
晩年に行われたこのオークションの作品リストには、ローマ、アメリカでのコレクション展には出品されなかったピ
カソやジャン・コクトーのスケッチなども含まれていたことが注目される。コレクションの核であった20世紀の前衛
芸術家による絵画は多くが人の手に渡っていたが、その中でもジョルジュ・ブラックの《テーブル》は第一次大戦後、
新たな様式を展開し始めた時期の重要な作品として、オークションの中でも大きく取り上げられた。本作は幾人か
の所有者を経て、現在は公益財団法人吉野石膏美術財団の所蔵となっており、当財団での来歴調査のなかで、
旧蔵者であったマシーンの絵画コレクションについて知るに至った。本調査により、《テーブル》が1934年のシカゴ
でのコレクション展開催時には既にマシーンが所蔵していたことだけでなく、マシーンのコレクションであったこと
自体の重要性も明らかになった。本作は日本国内で確認されている唯一のマシーン旧蔵の絵画であるが、コレク
ションのその後についてはまだ多くが未詳である。特にコレクションの成り立ちの契機でもある未来派の作品群に
関しては、イタリアをはじめとしたヨーロッパに数点が確認されているが、個々の作品情報や所在の多くはまだ明ら
かになっておらず、今後さらなる調査が望まれる。マシーンのコレクションの全容を明らかにすることは、20世紀初
頭の重要な芸術集団であったバレエ・リュスが当時の前衛画家たちに果たした役割を拡張し、独立後のマシーン
の活動にも新たな視点をもたらすこととなるだろう。
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no. 作家名 作品名 制作年
Rome 
1917

Chicago 
1934

London 
1971 所蔵先もしくは参考文献

1
Bakst, Léon (1866–1924)
レオン・バクスト

Portrait de Leonide Massine (dessin)
レオニード・マシーンの肖像 1914 no.1 no.1 ×

The Mcnay Art Museum, Saint 
Antonio

2
Bakst, Léon (1866–1924)
レオン・バクスト

“L’apres midi d’un Faune”, Nijinsky
『牧神の午後』、ニジンスキー 1912 × no.2 ×

Wadsworth Atheneum Museum of 
Art, Hartford

3
Bakst, Léon (1866–1924)
レオン・バクスト

Portrait de P. Picasso (charge)
パブロ・ピカソの肖像 （カリカチュア） 1917 no.2 no.3 no.101

4
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

La printemps
春 1916 no.3 no.4 ×

5
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

La guerre
戦争 1916 no.4 no.5 × UniCredit Art Collection, Bologna

6
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

La démonstration
デモンストレーション 1916 no.5 no.6 ×

Museo Nacional Thyssen-
Bornemisza, Madrid

7
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

Costume
衣装デザイン 1915 no.6 no.7 ×

8
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

Etude
習作 1915 no.7 no.8 ×

9
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

Etude
習作 1916 no.8 no.9 ×

10
Balla Giacomo (1871–1958)
ジャコモ・バッラ

Autoportrait
自画像 1917 no.9  no.10 no.112

11
Benois, Alexandre (1870–1960)
アレクサンドル・ブノワ

Design for the décor of ‘Le Pavillion d’Armide’
『アルミードの館』舞台デザイン 1928 × × no.113

12
Benois, Alexandre (1870–1960)
アレクサンドル・ブノワ

Costume design for Le Roi Florestan XVII 
in ‘La Belle au Bois Dormant’
『眠れる森の美女』フロレスタン17世
［14世か?］の衣装デザイン 1928 × × no.114

13
Benois, Alexandre (1870–1960)
アレクサンドル・ブノワ

Costume design for La fée Candide in ‘La 
Belle au Bois Dormant’
『眠れる森の美女』優しさの精の衣装
デザイン 1928 × × no.115

14
Bérard, Christian (1902–1949)
クリスティアン・ベラール

Design for a poster advertising ‘Les Ballets 
Russes de Monte Carlo’
バレエ・リュス・ド・モンテカルロの広告
デザイン 1938 × × no.116

15
Braque, Georges (1882–1963)
ジョルジュ・ブラック

Construction
コンストラクション 1916 no.10 no.11 × Fogg Art Museum, Cambridge

16
Braque, Georges (1882–1963)
ジョルジュ・ブラック

The Table
テーブル 1918 × no.12 no.86

Yoshino Gypsum Art Foundation, 
Tokyo

17
Braque, Georges (1882–1963)
ジョルジュ・ブラック

Music
音楽 1919 × no.13 ×

Norton Simon Art Foundation, 
Pasadena

18
Carrà, Carlo (1881–1966)
カルロ・カッラ

Enfant prodigue
放蕩息子 1915 no.11 no.14 × Private Collection, Torino

レオニード・マシーンの絵画コレクション　作品リスト

本リストは、レオニード・マシーン（1895―1979）が所蔵していた絵画のうち、2020年時点で記録が確認されているもののリストである。
作品及び制作年は、下記の文献のうち初出のものに記載された通りのものとした。そのため、本論中の作品データおよび現在の所蔵
先やカタログレゾネのデータとは異なる場合がある。

① Catalogue of Collection de Tableaux de Leonide Massine, Rome, 1917 

② Catalogue of Exhibition of the Leonide Massine Collection of Modern Paintings, Chicago, 1934

③ Catalogue of XXth Century Paintings, Watercolors and Drawings from the collection of Léonide Massine, London, Sotheby & Co., 1971  

①の作品番号は「Rome1917」の項、②、③の作品番号はそれぞれ「Chicago1934」、「London1971」の項に記し、記載のない場合は
「×」とした。なお、作品のうち所在が判明しているものについては所蔵先を明記した。また上記文献に記載のない作品については、参
考文献を記載した。
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no. 作家名 作品名 制作年
Rome 
1917

Chicago 
1934

London 
1971 所蔵先もしくは参考文献

19
Carrà, Carlo (1881–1966)
カルロ・カッラ

Café du Faubourg
カフェ・デュ・フォーブール 1914 no.12 no.15 ×

20
Carrà, Carlo (1881–1966)
カルロ・カッラ

Nature Morte
静物 1914 no.13 no.16 × Collection S. Cohn, New York

21
Carrà, Carlo (1881–1966)
カルロ・カッラ

Le siphon
サイフォン瓶 1914 no.14 no.17 ×

22
Carrà, Carlo (1881–1966)
カルロ・カッラ

Construction pyramidale
角錐状のコンストラクション 1914 no.15 no.18 ×

23
Carrà, Carlo (1881–1966)
カルロ・カッラ

Perspective de formes et couleurs
形態と色のパースペクティブ 1912 no.16 no.19 ×

24
Cocteau, Jean (1889–1963)
ジャン・コクトー

Portrait cubiste de Picasso
ピカソのキュビスム的肖像画 1917 × × no.99

25
Cocteau, Jean (1889–1963)
ジャン・コクトー

Picasso au longs Cheveux et fumant la Pipe
パイプを吸う長髪のピカソ 1917 × × no.100

26
Cocteau, Jean (1889–1963)
ジャン・コクトー

Caricature de Léon Bakst
レオン・バクストのカリカチュア 1917 × × no.102

27
Cocteau, Jean (1889–1963)
ジャン・コクトー

Léon Bakst au Travail
仕事中のレオン・バクスト 1917 × × no.103

28
Dali, Salvador (1904–1989)
サルバドール・ダリ

Design for the construction of two puppets
二体の人形の構造デザイン 1940 × × no.111

29
De Chirico, Georges (1888–1978)
ジョルジョ・デ・キリコ 

Nostalgie d’ingénieur
エンジニアの望郷 1917 no.17 no.20 ×

The Chrysler Museum of Art, 
Norfolk

30
Delaunay, Robert (1885–1941)
ロベール・ドローネー

Church (water color)
教会 × no.21 × Museum of Fine Arts, Boston

31
Delaunay, Robert (1885–1941)
ロベール・ドローネー

Décor for “Cleopatre” (water color)
『クレオパトラ』舞台デザイン 1918 × no.22 ×

32
Depero, Fortunato (1892–1960) 
フォルトゥナート・デペロ

L’explosion
爆発 1916 no.18 no.23 ×

33
Depero, Fortunato (1892–1960) 
フォルトゥナート・デペロ

La vitesse
スピード 1916 no.19 no.24 ×

34
Depero, Fortunato (1892–1960) 
フォルトゥナート・デペロ

Mouvement d’oiseau
鳥の運動 1916 no.20 no.25 no.80

Museo d’Arte Moderna e 
Contemporanea di Trento e 
Rovereto, Rovereto

35
Depero, Fortunato (1892–1960) 
フォルトゥナート・デペロ

Danseurs (dessin)
ダンサーたち 1916 no.21 no.26 no.81

36
Depero, Fortunato (1892–1960) 
フォルトゥナート・デペロ

Le porteur (dessin)
荷を運ぶ人 1916 no.22 no.27  no.82?

37
Depero, Fortunato (1892–1960) 
フォルトゥナート・デペロ

Guizzo di pesci
魚の躍動 1915 × × ×

Riccardo Maroni, Fortunato Depero, 
Collana di Artisti Trentini, Trento, 
1953, p.43

38
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

Table servie
食卓 1915 no.23 no.28 ×

39
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

The Pot of Milk
ミルクポット 1919 × no.29 ×

40
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

Competitior
競争相手 1919 × no.30 ×

41
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

Flowers
花 1919 × no.31 no.94?

42
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

Self Portrait
自画像 × no.32 ×

43
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

Portrait de Leonide Massine
レオニード・マシーンの肖像 1919 × no.33 no.98

44
Derain, André (1880–1954)
アンドレ・ドラン

The Table of  “Boutique Fantasque”
『風変りな店』のテーブル × no.34 ×

Wadsworth Atheneum Museum of 
Art, Hartford

45
Gleizes, Albert (1881–1953)
アルベール・グレーズ

Portrait
肖像 1916 no.24 no.35 ×

46
Gleizes, Albert (1881–1953)
アルベール・グレーズ

Retour de Bois le Prêtre
ボワ＝ル＝プレトルからの帰還 1915 no.25 no.36 no.92

47
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリー・ゴンチャローワ

Espagnole
スペインの女性 1916 no.26 no.37 ×

48
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリー・ゴンチャローワ

Fuite en Egypte
エジプトからの逃避 1915 no.27 no.38 no.76
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no. 作家名 作品名 制作年
Rome 
1917

Chicago 
1934

London 
1971 所蔵先もしくは参考文献

49
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリヤ・ゴンチャローワ

Marie Madeleine
マグダラのマリア 1915 no.28 no.39 no.77

50
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリヤ・ゴンチャローワ

Three Studies of Christ – Liturgie
キリストの三つの習作、『典礼』より 1915 × × ×

Ballet and theatre material including 
costume and decor designs, bronzes, 
portraits and books, London, 
Sotheby’s, 13 March 1980, no.87

51
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリヤ・ゴンチャローワ

Three Studies of Apostles – Liturgie
使徒の三つの習作、『典礼』より 1915 × × ×

Ballet and theatre material including 
costume and decor designs, bronzes, 
portraits and books, London, 
Sotheby’s, 13 March 1980, no.88

52
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリヤ・ゴンチャローワ

Four studies of Christ standing – Liturgie
立てるキリストの4つの習作、『典礼』より 1915 × × ×

Ballet and theatre material including 
costume and decor designs, bronzes, 
portraits and books, London, 
Sotheby’s, 13 March 1980, no.88a

53
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリヤ・ゴンチャローワ

Study for the Chastisement of Christ and 
two other studies – Liturgie
キリストの鞭打ちと二つの習作、『典
礼』より 1915 × × ×

Ballet and theatre material including 
costume and decor designs, bronzes, 
portraits and books, London, 
Sotheby’s, 13 March 1980, no.89

54
Gontcharova, Nathalie (1881–1962)
ナタリヤ・ゴンチャローワ

(i) Study of a figure in movement
動く人物の習作
(ii) Study of draped legs
布をまとった足の習作
(iii) Christ with arms crossed
足を組んだキリスト 1915 × × ×

Ballet and theatre material including 
costume and decor designs, bronzes, 
portraits and books, London, 
Sotheby’s, 13 March 1980, no.90

55
Gris, Juan (1887–1927)
フアン・グリス

Jardin de province
田園風の庭園 1916 no.29 no.40 × Fundación Telefónica, Madrid

56
Gris, Juan (1887–1927)
フアン・グリス

Nature morte
静物 1917 no.30 no.41 ×

57
Gris, Juan (1887–1927)
フアン・グリス

Paquet de café
コーヒー袋 1917 no.31 no.42 ×

58
Larionow, Michel (1881–1964)
ミハイル・ラリオーノフ

Etude
習作 1916 no.32 no.43 ×

59
Léger, Fernand (1881–1955)
フェルナン・レジェ

Sortie des Ballets russes
バレエ・リュスの退場 1914 no.33 no.44 ×

The Museum of Modern Art, New 
York

60
Léger, Fernand (1881–1955)
フェルナン・レジェ

Verdun (dessin)
ヴェルダン 1916 no.34 no.45

no.84 
or 85

61
Léger, Fernand (1881–1955)
フェルナン・レジェ

Verdun (dessin)
ヴェルダン 1916 no.35 no.46

no.85 
or 84

62
Lhote, André (1885–1962)
アンドレ・ロート

Jardin
庭園 1916 no.36

no.47 or 
48 ×

63
Lhote, André (1885–1962)
アンドレ・ロート

Jardin
庭園 1916 no.37

no.48 or 
47 ×

64
Lhote, André (1885–1962)
アンドレ・ロート

Portrait (dessin)
肖像 1917 no.38 no.49 no.93

65
Matisse, Henri (1869–1954)
アンリ・マティス

Les Colegaintes
ヒョウタン × no.50 ×

The Museum of Modern Art, New 
York

66
Matisse, Henri (1869–1954)
アンリ・マティス

Portrait de Leonide Massine (drawing)
レオニード・マシーンの肖像 1920 × no.51 no.89 The Art Institute of Chicago

67
Matisse, Henri (1869–1954)
アンリ・マティス

Portrait de Leonide Massine (drawing)
レオニード・マシーンの肖像 1920 × no.52 no.97 

68
Miró, Joan (1893–1983)
ジョアン・ミロ

Design for the Front-cloth in ‘Jeux 
d’enfants’
「子供の遊び」幕前のデザイン 1932 × × no.106

69
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Nature Morte
静物 1916 no.39 no.53 ×

70
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Aquarelle
水彩 1916 no.40 no.54 ×

71
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Journal
新聞 1916 no.41 no.55 ×

72
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Arlequin
アルルカン 1917 no.42 no.56 ×

73
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Portrait de Leonide Massine
レオニード・マシーンの肖像 1917 no.43 no.57 no.83

74
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Peinture pompéienne
ポンペイの絵 1916 no.44 no.58 ×
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no. 作家名 作品名 制作年
Rome 
1917

Chicago 
1934

London 
1971 所蔵先もしくは参考文献

75
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Interior (water color)
室内 1915 × no.59 ×

76
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

The Door (water color)
ドア 1918 × no.60 no.95

77
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Harlequin (drawing)
アルルカン 1918 × no.61 ×

78
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Portraits (drawing)
肖像 1918 × no.62 no.96 Private Collection

79
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Drawing on blotting paper
吸い取り紙に描いたドローイング 1917 × no.63 ×

80
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Portrait of Leonide Massine (drawing)
レオニード・マシーンの肖像 1917 × no.64 × The Art Institute of Chicago

81
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Pulcinella and Harlequin (drawing)
プルチネッラとアルルカン × no.65 ×

82
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Harlequin (drawing)
アルルカン 1918 × no.66 ×

83
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Drawing on blotting paper
吸い取り紙に描いたドローイング 1919 × no.67 ×

84
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Portrait of Leonide Massine
レオニード・マシーンの肖像 1919 × no.68 no.87 The Art Institute of Chicago

85
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Still Life (Pastel)
静物 1920 × no.69 ×

86
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Still Life (Pastel)
静物 1920 × no.70 ×

87
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Two Harlequins Lighted by a Lantern
ランタンに照らされた二人のアルルカ
ン 1920 × no.71 ×

88
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

White Harlequin and Black Harlequin 
(water color)
白と黒のアルルカン 1920 × no.72 ×

89
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Massine et Diaghilev se promenant
散歩するマシーンとディアギレフ 1917 × × no.104

90
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Picasso et sa Femme Olga se promenant
散歩するピカソとオルガ 1917 × × no.105

91
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Study for Massine’s costume as the 
Chinaman in ‘Parade’ 
『パラード』中国の男に扮するマシーン
の衣装デザインスケッチ 1917 × × no.107

92
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Study for Massine’s costume as the 
Chinaman in ‘Parade’ 
『パラード』中国の男に扮するマシーン
の衣装デザインスケッチ 1917 × × no.108 Private Collection, Italy

93
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Study for Massine’s costume as the 
Chinaman in ‘Parade’ 
『パラード』中国の男に扮するマシーン
の衣装デザインスケッチ 1917 × × no.109

94
Picasso, Pablo (1881–1973)
パブロ・ピカソ

Design for the detail on a costume in 
‘Parade’
『パラード』衣装細部のデザイン 1917 × × no.110

95
Rivera, Diego (1886–1957)
ディエゴ・リベラ

Ultima Hora
ウルティマ・オラ 1916 no.45 no.73 ×

96
Rivera, Diego (1886–1957)
ディエゴ・リベラ

L’orange
オレンジ 1917 no.46  no.74 ×

97
Severini, Gino (1883–1966)
ジーノ・セヴェリーニ

Faïences
陶器 1917 no.47 no.75 ×

98
Survage, Léopold (1879–1968)
レオポルド・シュルヴァージュ

Bouquet
ブーケ 1916 no.48 no.76 no.79

99
Survage, Léopold (1879–1968)
レオポルド・シュルヴァージュ

Maisons
家並み 1916 no.49 no.77 no.78

100
Zarraga, Angel (1886–1946)
アンヘル・サラガ

Le dieu vert
緑の神 1917 no.50 no.78 no.90

101
Zarraga, Angel (1886–1946)
アンヘル・サラガ

La bougie
ロウソク 1917 no.51 no.79 no.91
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註
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 2） 生年に関しては1896年の説もある。
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前に行われたとしているが（Caroline Tisdall and Angelo Bozzolla, Futurism, Thames and Hudson, 1985, p.117）、ガルシア＝マルケスは3

月8日付の書簡にあったマリネッティの誘いを受けて催されたイベントとしており（García-Márquez 1998, p.50）、こちらの説が妥当と思われ
る。

 25） Francesco Cangiullo, Le Serate Futuriste: Romanzo Storico Vissuto, Ceschina, 1961, p.249-250

 26） Buckle 1979, p.317-18

 27） Massine 1968, p.107

 28） Prima esposizione – Pittura Futurista, Rome, Teatro Costanzi / Galleria G. Giosi, 1913
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 30） op. cit., p.480-81

 31） 日程については、ローマ歌劇場の上演アーカイブ（https://media.archiviostorico.operaroma.it/wp-content/uploads/2017/06/1916_17.

pdf, 2020/08/17）とともに、上演時の記事を参照して作成した。

 32） Massine 1968, p.107

 33） Buckle 1979, p.326

 34） Elena Gigli, Giochi di luce e forme strane di Giacomo Balla : feu d’artifice al teatro Costanzi, Roma 1917, De Luca, 2005, p.51

 35） Giovanni Carandente, “Picasso and the Italian scene”, Jean Clair ed., Picasso : the Italian journey, 1917–1924, Rizzoli, 1998, p.36　た
だし、カランダンテは10日であることの典拠は示していない。

 36） Elena Scquizzato, Picasso e l’Italia. Un itinerario attraverso le mostra, Università Ca’ Foscari Venezia, 2015, Master’s Thesis, p.20
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